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指導改善のポイント 

結果分析報告【各学年各教科，統一した様式（Ａ４ ２～３ページ構成）とする。】 

中学校３年生 理科 

１ 全体的な傾向の分析・考察＜２年生の内容の正答率のグラフ＞ 
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酸化と還元
電流の利用
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消化と呼吸

目標値 平均正答率

 

 

 各領域で平均正答率が目標値を上回り，「化学変化と原子・分子」において最も大きく上回る（+5.5）。

「気象とその変化」では他の３領域に比べて平均正答率が非常に低い（38.8%）。設問別にみると，「３動

物のなかま」の問題は，(2)の正答「相同器官」以外の問題は，ほぼ 70%を超える高い正答率であった。「相

同器官」については，進化の証拠といえる特徴で例をあげて比較し，環境に適応してきたことを考える授業

づくりをしていく必要がある。 

正答率が 2割を下回る設問が，「6(1)電力量を求める（16.2%）」と「10(3)梅雨前線のでき方(11.9%)」で

ある。6(1)については，電流の学習で用いられる様々な用語の混乱があり，計算の仕方を覚える知識だけで

は定着が難しい。したがって，日常生活の中での有用性を感じさせ，実生活の中での演習を取り入れる必要

がある。また，10(3)については，日本を取り巻く 4つの気団の特徴を知る知識だけでは定着が難しい。した

がって，梅雨時に授業を行い，体感的，日常経験的に気団の特徴と関連付けて考える必要がある。そのため

には，季節を変えて観測を行うなど年間指導計画の吟味が必要である。 

 

 

 

＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

６ （１） 電流とその利用 
ある時間中に電気器具で消費された電力量を求めることができる。 

 

 

 

問題  

Aのテレビ( 100V - 160W)を毎日１時間ずつ３０日つけたとき，消費する電力量は何 kWhですか。 

 

 

 

正答（正答率 16.2％） 誤答（誤答率 64.1% , 無回答率 19.7%） 

4.8（ｋWh） 4800など 
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２ 指導改善に向けて 

この設問では，電力量を求めるためには，「求めるための式（＝電力×時間）を覚えている」「式に値を

読み取り，当てはめるかことができるか」「計算を正しく解くことができるか」「単位を換算（1000Wh＝

１ｋWh）できるか」というプロセスを踏まなければならない。また，最低限の数学的な知識も必要とされ

る。 

指導に当たっては，身の回りにある電化製品に目を向けさせ，「それが何Wの電化製品であるのか」，

「どの程度の電力量なのか」など，電力量に対して意欲を高めるために実生活の中での演習を取り入れて，

日常生活の中での有用性を感じさせ，体験的な授業づくりを考えていくことが大切である。 

 

 

３ 改善事例 

 「 電気の世界（電流の性質） 」 

１ 指導のねらい 

  身の回りの電化製品のワット数を調べ，それがどのくらいの電力を消費するのかを求めることができ

る。 

 

２ 具体例（活動や指導） 

① 自分の家庭内の電化製品のラベルを調べて，ワット数を記録する。（宿題） 

② 電化製品のワット数を発表し，大きいもの・小さいものの分類する。 

③ ある電化製品を１時間点灯したときの電力量を例にして，電力量の求め方を知る。 

④ 自分の家の電化製品を１時間使ったときの電力量を求め、他のものとの違いを確認する。 

⑤ 家庭で実際に使う時間を想定し，「テレビは１日に○時間」「電灯は１日に○時間」「エアコンは１日

に○時間」などと決め，それぞれ班ごとに実際に電力量を求める。 

  （班内で話し合いながら活動し，計算の方法などお互いに教え合わせるようにする。） 

 

＜事例２＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

１０ （３） 気象とその変化 梅雨前線のでき方がわかる 

 

問題 

図２にみられる停滞前線のでき方と天気のようすについて説明した次の文の①②にあてはまる言葉は何

ですか。あとの１～４からただし組み合わせを１つ選んで，その番号を書きなさい。 

 図２の時期の日本付近では，南のあたたかく〔 ① 〕気団と，北の冷たく〔 ② 〕気団の間に停滞前

線ができて，雨やくもりの日が多くなる。 

 

 

正答（正答率 11.9%） 誤答（誤答率 86.6% , 無回答率 1.4%） 

①  ②  

 

２ 指導改善に向けて 

梅雨前線（停滞前線）のでき方を答える問題である。この問題を解くにあたり，気団がぶつかりあうこと・

お互いに押し合って動かないことをおさえておく必要がある。同時に，日本の周囲にある４つの気団の特徴

を知っておき，どのような気団がぶつかり合ったのかをまとめなければならない。この問題は「あたたかい・

冷たい・乾いた・湿った」の特徴を理解しておけば解ける問題である。誤答で最も多かったのが「イ・・・

①しめった ②乾燥した」が 61.8%であった。これは，冬の天気の特徴である大陸の冷たく乾いた気団と南

の暖かく湿った気団によるものと勘違いしている可能性がある。 

指導に当たっては，先にも述べたが大きな気団の特徴と季節ごとの例を理解させておく必要がある。また，



 3 

梅雨時に授業を行い，体感的，日常経験的に気団の特徴と関連付けて考える必要がある。そのためには，季

節を変えて観測を行うなど年間指導計画の吟味が必要である。 

 

３ 改善事例 

 「 天気とその変化（前線とまわりの天気の変化） 」 

１ 指導のねらい 

  梅雨前線ができる仕組みを説明できるようにする。 

２ 具体例（活動や指導） 

① 梅雨のころの天気は１年で最も雨が降ることを雨温図から読み取る。 

② 梅雨のころの天気図より，二つの気団が近づいてぶつかり，その場に留まるようすを読み取る。 

③ そのときの二つの気団の特徴（あたたかい・冷たい・乾いた・湿った）を確認する。 

④ 梅雨の停滞前線について説明する。 

 


